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〔編集後記〕
編集内容，外装ともに改新された千葉医学会誌をご覧
になった方々のご感想をぜひ伺いたいと思います。今後
の編集方針も当分このまま続けてゆくことになります
が，ここにいたりますまでには，編集の方面を担当され
た本間教授のなみなみならぬご努力と会員諸氏の絶大な
精神的(物的面は後に述べます〉ご援助のたまものであ
りましょう。わたくしは本年度幹事の l人として， 43巻 
l号のできぼえをみましたが，その巻頭に小林教授が明
日への期待と題する辞をのせられ，その結語として，本
誌が水準を保ちながら，正しい学問の方向に導く道標に
なって，親しまれる会誌になってくれるようにとの言葉
を記されていますが，十分にそのご期待に添えるものと
確信しております。
さて，このように立派な会誌があいついで発刊される
ことになりますと，会計方面にタッチするわたくしは一
大苦労が要求されることを覚悟しなければならないよう
です。
年度予算も編成できないという， うわさにたがわない
学会の経営状態を知り，よくぞ諸先輩はここまで細々な
がらも学会を維持されてきたものだと驚嘆するのみであ
りましたが，本間教授にはつばをかけられ，これではな
らじと，わたくしの使命期間は自己の責任を果たすべく
一大奮起いたすことに決心したしだいであります。
学会事業とはいえ，事を行なうに金の必要なことは皆
様ご存知のとおり，破産にも近い本学会の財源、を容易に
確実に求めて立て直す方法はないかと検討してきました
がなかなか困難のようです。わたくしのような俗人には
多少 Giveand takeの法則にのっとった 1，2の考えが
浮んで参りました。しかし，賢(堅?)人の多い学内で
は早速否決されることは必至と思われましたので，結局
は，従来から皆様がいわれていたように会員(会費〉に
依存するほかはないという結論に達しました。このこと
はだれでも考えやすく，いいやすい，さしさわりのな
い，常識的な方法でありましょうが，今までほとんど実
績があがっていないところをみますと最も不確実な方法
ともいえるようです。このあてにならない方法で何とか
目的を達成するためには，まず手はじめに医学部に在籍
する方々(医学部および病院の教官，副手，研究生，大
学院学生〉に全員会員となり，会費を確実に納入してい
ただく必要があると考えました。そこで，学内会員の現
在数を調査してみましたところ，次に示すような驚くべ
き結果が出てきました。
千葉医学会学内会員現況(昭 42.5) 
現在員 会員
医学部教官 153 124 
病院教官 92 61 
高リ 手 381 83 
研究生 256 3 
大学院学生 214 65 
そ の他 66 
計 1，096 402 
すなわち，現在員の約 1/3が会員であり，さらにただ
今調査準備中ですが，この会員中の会費納入者は恐らく
その 1/3ぐらいであろうと推定されることです。これで
は千葉医学会の発展などは思いもよらず，このままの状
態では学会誌の発刊にしても， 1日態のごとく投稿者にお
んぶした，年数回の学位論文掲載機関雑誌になるのもや
むをえないと思われます。
今回，新たな構想で出発した千葉医学会雑誌をさらに
充実するために，医学部在籍者は全員会員となられ，精
神的のみならず経済的にも千葉医学会発展のためご協力
くださるようお願いいたします。なお，この目的達成の
ために学内指導者各位にいろいろご面倒なことをお願い
いたすことになりましょうがよろしくご高配のほどお願
いいたします。(百瀬問。一〉
